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赤池4保育園合同
体育のつどい
「動物村のおまつり」が

始まるよ！

10月20日
昨
日
の
雨
が
止
ん
で

お
天
気
に
な
り
ま
し
た
。

風
が
冷
た
い
け
ど
、

子
ど
も
達
は
元
気
で
す

子
ど
も
達
も
先
生
も
は
だ
し
で
す

市場保育園 赤池保育園

上野保育園 中尾保育園

福
智
町
議
会
だ
よ
り  

議
会
の
窓 

V
O
L
58

3

い
き
い
き
サ
ロ
ン 公民館での「 」いきいきサ を見学しました

これから高齢者が増えるので
活動支援金や助成金を増やし
て活動を支えてほしい

会長の 大久保一尋 さん
かず ひろ

柴田  良江 さん

みなさん仲良く体操されていまし
た！

体操教室中の
上野4区公民館です

月1回だけど楽しいのでいつも心
待ちにしてます。
地域の情報も共有できます。

子ども達が団地のゴミに火をつけ
て遊んでいた。冬になるとそんな
遊びが増えるかもしれないので
注意してほしい

社協の 原田  圭輔 さん

来られる方に合わせて指導して
います。今は町内8ヶ所を訪問し
ています。

体操指導されていた
福智町運動普及推進員の
島田眞由美 さん
山本　康子 さん
神田富貴子 さん

楽
し
ん
で
体
操
し
て

く
だ
さ
い
ね
〜

楽
し
ん
で
体
操
し
て

く
だ
さ
い
ね
〜

世良とも子 さん

9月は敬老の日ということで

ロン

9月の広報がまだ届いていませ
ん。今月は休みですか？娘も子ど
もさんの誕生日写真楽しみにして
るんですよ
→町に連絡して届けてもらいました

太田トシエ さん

地域の情報などを先ず説明
心配事なども話し、後半はゲーム
でした

赤池2区公民館 です

●新しいゴミ分別表を早く作って
●医療負担が2割になり入院費は
高くて驚いた

●家の風呂が古くなり手すりを付
けたい
→社協と包括支援センターが相談
　にのることになりました

中村美代子 さん
（ボランティア連絡会）

●燃えないゴミのびんの袋が大き
くて重たい
→小さい袋ができることを説明

●議員全員が町民の声を聞いて
ほしい
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9月 議会報告  本会議  委員会報告
総務文教常任委員会 9月5日（木）
主な質疑・意見等

質疑

質疑

質疑

意見

質疑

意見

答弁

答弁
質疑

質疑

質疑

質疑

答弁

答弁

答弁

缶・ビンのごみ袋の在庫が残っているので、小さいサイズのごみ袋を新しく
作ることは難しいと聞いていたがどうなのか。
現在の在庫が来年3月までにはある程度消費できると見込み、来年の4月以降
ほかのごみ袋に合わせて発注する予定。
ペットボトルのキャップを外してもリングの部分が残る。取れない場合はど
うしたらよいか。
基本的にはペットボトルも燃えるごみの分類になるが再資源化の観点からペットボトル専用のゴミ袋に入れて
リサイクルをお願いしている。分別が難しい場合、ペットボトルに関しては燃えるごみ袋に入れていただく。
4月からごみを大任まで運ぶことになるので、距離が遠くなり、町民からごみ袋の値段が上がるのではないか
という声もあるが、町長はどうお考えか尋ねる。
町民のみな様の負担にならないように、ごみ袋の値段は据え置きで考えている。
下田川クリーンセンター伐採費用の財源の内訳について尋ねる。福智町で予算計上しているが、糸田町からは
この金額について予算計上する申し入れをしており、入札結果に応じて糸田町の負担割合の金額を請求する。
事後ではなく、予算計上前に事前協議を密に行うべきではなかったのか。今後糸田町と問題にならないように
してもらいたい。
温泉施設補修工事費1,250万円について尋ねる。
日王の湯の工事は、家族風呂及び温泉棟のエアコン補修工事、浴室の天井ダウンライト交換工事、井戸水汲み上
げポンプ工事である。
今後の温泉施設の方向性を町長に尋ねる。
温泉の民間移譲も考えている。

産業建設常任委員会 9月6日（金）

厚生常任委員会 9月6日（金）
主な質疑・意見等

質疑

質疑

質疑

質疑

答弁

答弁

答弁

福智町家庭的保育事業の基準が厳格な理由を尋ねる。
国が保育士の配置基準を3歳以上4歳に満たない児童15人に対して保育士
1人、4歳以上の児童25人に対して保育士1人に今回改正した。過去75年間ほ
ど配置基準は変っておらず、保育士1人あたりに対しての児童数が多すぎた
ことが背景にある。
今回の条例改正とこども誰でも通園制度との関係性について尋ねる。
「こども誰でも通園制度」は福岡市と北九州市が実証実験を行っている。令和8年度をめどに各自治体でいう
話はあるが、今回の保育士の基準改正とは異なる制度である。
今後の新型コロナワクチン接種について尋ねる。
今年度は国からの補助金があるため、昨年度の集団接種から今年度は定期接種へと切り替わり、インフルエ
ンザワクチン接種と同じ扱いとなる。

主な質疑・意見等

答弁

答弁

答弁

上金田地区農業倉庫解体工事165万円の内容について尋ねる。
上金田の旧ライスセンターの附帯設備である管理棟（ハウス）の2棟の解体費
用である。
現在の路肩の草刈りや落ち葉の清掃状況について尋ねる。
町道の維持管理に努めてはいるが、広範囲に及ぶため町民の通報により現場
確認することもある。今後はパトロール等を強化し、より一層の維持管理に努める。
輝ヶ瀬道路の着工時期について尋ねる。
国土交通省の許可が出る10月以降を予定している。
町有地の維持管理を減らすためにも、早く平原団地跡地を売却してもら
いたい。
上野病院の下の土砂崩れになっていた場所は業者の瑕

か

疵
し

はなかったか。
法面工事の際に水脈が出てきたため、ふとんかご等で排水処理を行った。
業者の瑕疵はない。

答弁

　目的物が契約に
適合しないこと

はてなメモ

業者の瑕疵とは

はてなメモ

ふとんかごとは
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全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

令和6年 第3回福智町議会
（9月13日 定例議会）

議案一覧と賛否結果（電子採決システムによる）
賛成 ○ 　反対 ×

議案番号

議案第36号

議　案　名

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄権 ○

○○○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × 棄権

○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○棄権棄権

○○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ × ○

皆

　川

原

　田

矢

　野

日
比
生

木

　村

髙

　津

沼

　口

堀

　江

楠

　木

朝

　部

木

　戸

小

　松

尾

　﨑

橋

　本

石

　谷

田

　㟢

森

　野

浦

　田

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

福智町個人番号の利用等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

福智町国民健康保険条例の一部を改正す
る条例の制定について

福智町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

福智町特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について

令和6年度福智町一般会計補正予算（第2
号）について

令和6年度福智町国民健康保険特別会計補
正予算（第2号）について

福智町廃棄物の処理及び清掃に関する条
例の一部を改正する条例の制定について議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

令和6年度福智町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第1号）について議案第43号

物品売買契約の締結について議案第44号

福智町固定資産評価審査委員会委員の選
任について

議案第45号

福智町固定資産評価審査委員会委員の選
任について議案第46号

福智町固定資産評価審査委員会委員の選
任について

議案第47号

田川郡町村公平委員会委員の選任について議案第48号

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一
部変更に関する協議について

議案第49号

下田川清掃施設組合の解散に伴う財産処
分について

議案第52号

田川郡東部環境衛生施設組合からの脱退
について

議案第53号

令和6年度福智町一般会計補正予算（第3
号）について

議案第56号

義務教育費 国庫負担制度 負担率の引き上
げをはかるための、2025年度 政府予算に
係る 意見書採択の請願について

請願第2号

福智町議会の議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

発議第2号

令和5年度福智町一般会計及び特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定第1号

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

諮問第2号

田川郡東部環境衛生施設組合からの田川
郡川崎町、田川市、同郡糸田町及び同郡福
智町の脱退に伴う財産処分について

議案第54号

田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理
する事務の変更及び規約の変更について

議案第55号

下田川清掃施設組合規約の変更について議案第50号

下田川清掃施設組合の解散について議案第51号

議

　
　
　
　
　
　長



福智町議会議員定数削減特別委員会最終報告書

⑴設置年月日　令和5年9月6日
⑵付 託 事 件　福智町議会議員定数削減
　　　　　　　に関する事項
⑶委員構成（委員定数18名）　18名 全議員
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決算特別委員会 9月10日（火）

令和5年度 決算概況

地
方
債（
普
通
会
計
）

基
金（
普
通
会
計
）

区　　　分 歳　　入 歳　　出 差　　額
一 般 会 計
住宅新築資金等貸付事業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 立 診 療 所 事 業
田川郡町村公平委員会

262億1,669万円
5,295万円

26億1,021万円
3億2,949万円
2億1,829万円

369万円

250億6,261万円
4,674万円

24億9,267万円
3億2,699万円
3億3,249万円

62万円

11億5,407万円
6,202万円

1億1,754万円
250万円

▶1億1,419万円
307万円

180

190

200
（億）

令和
3年度末

199億
9,025万円 189億

2,260万円 183億
2,053万円

地方債残高 基金総計

令和
4年度末

令和
5年度末

180
190
200
210
220
230
240
（億）

令和
3年度末

201億
3,105万円

217億
9,018万円

239億
4,498万円

令和
4年度末

令和
5年度末

2.設置の経緯

1.特別委員会の設置及び組織

　現在の福智町の議員定数は、平成27年12月に
「20人」から「18人」に条例改正し、それ以降定数
「18人」で2回の議会議員一般選挙が執行された。
　本町における少子高齢化と人口減少は著しく、
平成27年の人口は22,781人であったが、令和6
年3月末には21,085人に減少した。
　そこで議員定数について検討を行うため、令和
5年第3回定例会において、全議員18名をもって
組織する「福智町議会議員定数削減特別委員会」
（以下「委員会」とする）を設置した。

第1回　令和5年11月 7日
第2回　令和6年01月12日
第3回　令和6年 8月 6日
第4回　令和6年09月04日　最終委員会

3.調査経過（委員会開会状況）

　第2回の委員会（出席16人・欠席2人）では、そ
の後定数削減をするか現状維持かのみ多数決を
取った結果、賛成12人、反対3人（議長は除く）と
なり、定数を削減することに決定した。
　第3回の委員会（出席16人・欠席2人）では、議
員定数の削減人数について様々な意見が出た
が、削減人数の多数決を取ったところ、1人削減4
名、2人削減4名、3人削減5名となった。
　第4回の委員会（出席18人・欠席0人）では削減
人数について協議をおこなった。最終的に、出席
委員の挙手により削減人数を決定した。挙手の
結果は次のとおりである。

最終的結果について。令和6年9月4日に上記の通り決定した。

削減人数 賛成者数 賛成議員

▶ 1人 12人

0人

4人

2人

▶ 2人

▶ 3人

▶ 4人

浦田、田㟢、石谷、橋本、
小松、木戸、朝部、堀江、
沼口、日比生、原田、皆川

尾﨑、楠木、髙津、矢野

森野、木村

なし

（令和6年第3回定例会）
一般質問
議員8人が町政を問う
一般質問は、町の行政全般にわたって、町長や教育長などに、
方針や説明を求めるものです。

議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。
本議会での傍聴をお待ちしています。

※各議員が質問した事項の中から抜粋して掲載しています。

質問事項質問者 ページ

10

11

13

朝部　　壽

14

12

9

髙津　鶴己

小松　繁信

森野　和彦

原田　幸美

8

尾﨑さつき

木村　幸治

学校給食について
請願・陳情書について

小中学校の教科書選定等について
少子化対策について
独り暮らしの高齢者対策について

15
国保負担金の減免・免除って何？
新体育館建設、どうなっている？
身体を守るために帽子をかぶろう

防災無線について

帯状疱疹予防接種費用の助成について
軟骨伝導イヤホンの導入について
町の健康診断について

各行政区の今後について
今後のゴミ収集について

下田川清掃施設組合の規約の変更について
最終処分場について

職員採用と職員研修について
田川地区広域環境衛生施設組合について
学校教育について

7
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事
項

田㟢みゆり
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一
般
質
問

　尾
﨑
さ
つ
き 

議
員

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

用
の
助
成
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
は
、
80
歳

ま
で
に
3
人
に
1
人

が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
、
皮
フ

症
状
だ
け
で
な
く
、
非
常
に
痛

み
を
伴
う
疾
患
で
す
。
帯
状
疱

疹
を
発
症
し
た
人
の
20
％
が
合

併
症
の
帯
状
疱
疹
神
経
痛
と
な

り
、
高
齢
者
は
そ
の
痛
み
に
苦

し
み
、
動
け
な
く
な
る
た
め
生

活
の
質
が
落
ち
寝
た
き
り
に
な

り
、
認
知
症
に
な
り
や
す
く
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い

る
。
一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
子
育
て
支
援

課
長

現
在
国
の
厚
生
科
学
審
議
会

で
、
有
効
性
で
あ
っ
た
り
、
安

全
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

導
入
に
つ
い
て

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、
耳
の
穴
を
と
り

ま
く
軟
骨
組
織
に
振
動
を
与
え

る
こ
と
で
、
鼓
膜
を
震
わ
せ
、

音
を
感
じ
さ
せ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
補
聴
器
の

よ
う
に
、
耳
の
穴
に
深
く
差
し

込
む
必
要
が
な
く
痛
み
も
少
な

い
。
ま
た
片
耳
に
か
け
る
だ
け

で
雑
音
も
な
く
、
相
手
の
声
が

は
っ
き
り
聞
こ
え
る
の
で
、
難

聴
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
も
な
る
し
話
が
理
解
で
き
る

の
で
、
時
間
も
短
縮
さ
れ
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が

る
。
町
の
窓
口
業
務
に
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

町
長

こ
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
は
、
価
格
が
そ
ん
な
に
高

価
で
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
。
難
聴
者
に
対
し
て
有
効
的

と
考
え
ら
れ
る
の
で
購
入
を
検

討
し
た
い
と
思
う
。

町
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

特
定
健
診
は
、
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
は

35
歳
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
対

象
者
の
人
数
と
申
し
込
み
の

あ
っ
た
人
数
を
尋
ね
る
。

税
務
住
民
課
長

対
象
者
は
1
7
8
人

に
受
診
案
内
を
個
別
に
通
知
し

て
い
る
。
昨
日
現
在
で
予
約
数

は
12
人
で
あ
る
。

特
定
健
診
に
つ
い
て

は
3
年
前
に
20
歳
以

上
で
健
診
を
行
っ
て
ほ
し
い
と

質
問
し
た
。
若
い
と
き
か
ら
健

診
へ
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

で
、
早
期
発
見
出
来
て
、
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
で
医
療
費
を
軽

減
で
き
る
と
思
う
。
20
歳
ま
で

年
齢
を
下
げ
て
検
診
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

町
長

健
診
の
受
診
方
法
を

考
慮
し
な
が
ら
、
対
象
者
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

尾﨑さつき 議員

問

問

答

問

問

答

答

答

▲帯状疱疹

▲軟骨伝導イヤホン
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一
般
質
問

　朝
部

　
　壽 

議
員

各
行
政
区
の
今
後
に
つ

い
て

旧
三
町
の
合
併
が
施

行
さ
れ
、
来
年
3
月

に
は
20
年
目
の
節
目
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
空
白
の
ま

ま
改
選
後
に
区
長
会
は
、
再
ス

タ
ー
ト
し
各
行
政
区
の
人
口
減

少
に
伴
い
、
今
後
行
政
区
と
し

て
成
り
立
た
な
い
地
域
も
あ

り
、
行
政
と
区
長
会
で
議
論
を

重
ね
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
合
併
も
含
め
て
町
長
と
教

育
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

町
長

令
和
5
年
10
月
に
、

合
併
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
全
体
の
10
％
が

必
要
、
約
60
％
が
不
要
と
の
結

果
だ
っ
た
。
や
は
り
合
併
に
対

し
て
は
否
定
的
な
意
見
が
多

く
、
実
施
さ
れ
て
は
い
な
い
。

教
育
長

教
育
部
門
も
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
P
T
A
活
動
や
時
に

応
じ
た
集
ま
り
が
、
な
か
な
か

進
ま
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

行
政
区
の
活
動
を
行

う
上
で
の
問
題
や
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
町
長

そ
し
て
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

問
題
課
題
は
、
や
は

り
地
域
性
が
い
ち
ば
ん
の
壁

で
、働
き
方
世
代
の
若
者
達
が
、

携
わ
ら
な
い
と
活
動
は
前
進
し

な
い
。

教
育
長

行
政
区
の
活
動
課
題

は
、
高
齢
化
か
ら
若
者
へ
と
活

動
も
変
え
て
、
町
も
行
政
区
も

共
に
魅
力
を
作
っ
て
い
く
と
い

う
形
が
、
今
か
ら
の
課
題
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

行
政
区
の
存
続
は
、

行
政
や
行
政
区
に

と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
で
、
現

在
、
い
ろ
ん
な
原
因
は
電
気
料

金
の
高
騰
や
物
価
の
値
上
げ
等

で
各
家
庭
は
厳
し
い
状
況
に
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
な

行
政
区
は
外
灯
防
犯
灯
の
支
払

い
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
も

あ
り
、
住
民
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
に
は
外
す
こ
と
が
出
来

な
い
。
財
政
が
厳
し
い
中
で
は

あ
る
が
、
補
助
金
等
を
是
非
考

え
て
欲
し
い
。

町
長

外
灯
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
に
は
、
こ
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
公
益
性
が
あ
る
の

で
、
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

今
後
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ

い
て

広
域
に
進
行
中
の
ゴ

ミ
施
設
は
、
令
和
7

年
4
月
1
日
の
開
業
予
定
で
あ

る
。
今
後
ゴ
ミ
収
集
の
資
源
ゴ

ミ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
、
お
茶

や
ジ
ュ
ー
ス
類
の
キ
ャ
ッ
プ
は

高
齢
者
で
も
開
け
ら
れ
る
が
、

そ
の
他
、
醤
油
・
ソ
ー
ス
・
ポ

ン
酢
等
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、
固
く

て
外
せ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

場
合
の
分
別
は
、
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。税

務
住
民
課
長

分
別
が
難
し
い
場
合

は
、
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
、
赤
い

ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

朝部　 壽 議員

問

問

答

答

答

答答

問

問

答

▲LED防犯灯

▲ペットボトルの出し方
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一
般
質
問

　小
松

　繁
信 

議
員

下
田
川
清
掃
施
設
組
合

（
以
下
組
合
と
言
う
）の

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

今
回
組
合
を
解
散
さ

せ
る
。
ま
た
、
組
合

の
財
産
を
処
分
す
る
。
組
合
に

は
約
10
億
円
の
積
立
金
が
あ
る

が
、
土
地
や
建
物
と
一
緒
に
処

分
を
す
る
。
こ
れ
は
組
合
に

と
っ
て
は
重
大
な
案
件
で
あ

る
。
組
合
は
計
12
名
で
議
会
を

構
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
組
合

議
会
に
は
一
度
も
提
案
さ
れ

ず
、
再
三
要
求
し
た
が
、
一
度

も
審
議
さ
れ
て
い
な
い
。
議
会

に
か
け
議
員
の
意
見
を
聞
こ
う

と
も
し
な
い
で
今
回
も
追
加
議

案
で
上
げ
た
。
追
加
議
案
で
は

委
員
会
で
の
集
中
審
議
が
で
き

な
い
。
審
議
す
る
場
さ
え
与
え

な
い
。
何
故
か
。

町
長

地
方
自
治
法
の
規
定

と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
お
り
、

財
産
処
分
に
つ
い
て
も
同
法
の

規
定
と
い
う
こ
と
に
縛
ら
れ
て

お
り
、
組
合
議
会
を
省
き
福
智

町
議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ
と

と
し
た
。

法
の
下
に
進
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
だ

が
、
組
合
議
会
の
審
議
を
省
い

て
良
い
、
議
決
も
必
要
な
い
と

は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
を
無
視
さ
れ
る
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

最
終
処
分
場
に
つ
い
て

赤
池
、
市
場
地
区
の

い
ち
ば
ん
高
い
と
こ

ろ
に
あ
る
最
終
処
分
場
に
は
、

焼
却
灰
や
不
燃
物
等
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
約
13
万
㎥
埋
ま
っ
て

い
る
。
本
来
な
ら
ば
撤
去
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
土
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
埋
め
て

表
面
を
50
㎝
土
で
覆
っ
て
中
を

保
護
し
て
い
る
。
し
か
し
僅
か

50
㎝
土
を
覆
っ
た
だ
け
で
は
、

今
後
地
震
や
大
雨
に
よ
っ
て
剥

離
し
、
亀
裂
が
入
り
中
の
土
が

流
出
す
る
。
ま
た
何
ら
か
の
化

学
反
応
を
起
こ
す
可
能
性
も
十

分
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

最
終
処
分
場
に
つ
い

て
は
私
も
同
じ
意
見
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
先
何
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
覆
土
の
上
の
舗
装
、

雨
水
を
下
に
流
さ
な
い
処
理
、

最
終
処
分
場
の
周
囲
の
排
水
溝

の
整
備
等
を
次
世
代
に
残
す
こ

と
な
く
、
自
分
た
ち
が
現
役
の

時
に
処
理
す
る
こ
と
を
糸
田
町

と
も
双
方
の
合
意
を
し
て
い
る
。

最
終
処
分
場
の
土
を

全
部
撤
去
す
れ
ば
、

赤
池
、
市
場
地
区
の
住
民
は
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
が
、
こ

の
土
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
将
来

に
わ
た
っ
て
き
ち
ん
と
し
た
対

策
を
立
て
る
こ
と
を
お
願
い
す

る
。

小松　繁信 議員

問

答

問

答

▲最終処分場▲缶とビンのごみ袋について 

意
見

意
見

▲下田川清掃センター
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一
般
質
問

　原
田

　幸
美 

議
員

学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
が
無
償
化

に
な
っ
て
半
年
経
つ

が
、保
護
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長

令
和
6
年
度
よ
り
福

智
町
の
義
務
教
育
の
給
食
を
無

償
化
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
教

職
員
は
小
学
校
4
9
0
0
円
、

中
学
校
5
6
0
0
円
支
払
っ
て

い
る
。
い
ろ
ん
な
組
織
か
ら
、

物
価
高
騰
化
の
中
で
あ
り
が
た

く
感
じ
て
い
る
と
い
う
話
を

伺
っ
て
い
る
。

確
か
に
無
償
化
に

な
っ
て
保
護
者
も
喜

ん
で
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
滞

納
額
5
6
0
0
万
円
の
徴
収
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

令
和
2
年
度
5
6
9

2
万
円
の
滞
納
額
が
あ
っ
た

が
、
徴
収
を
強
化
し
、
令
和
5

年
度
は
4
2
0
0
万
円
の
数
字

と
な
っ
て
い
る
。

滞
納
者
に
対
し
て
提

訴
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

教
育
長

今
後
、
顧
問
弁
護
士

な
ど
と
連
名
に
よ
る
催
告
書
の

送
付
、
訴
訟
提
起
に
よ
る
法
的

な
強
制
措
置
の
実
行
な
ど
費
用

対
効
果
も
鑑
み
つ
つ
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
適
切
な
徴
収
手
段

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

私
が
知
っ
て
い
る
範

囲
で
は
保
護
者
が
20

年
30
年
払
っ
て
な
い
方
が
お
ら

れ
、
こ
れ
を
放
置
し
て
き
た
こ

と
自
体
が
行
政
の
責
任
だ
と
思

う
。

請
願
・
陳
情
書
に
つ
い

て

各
地
区
よ
り
多
く
の

請
願
・
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
農
地
関
連
に

つ
い
て
基
盤
整
備
で
行
う
と
回

答
し
て
い
る
が
、
基
盤
整
備
は

簡
単
に
で
き
る
訳
が
な
い
。
ど

う
い
う
つ
も
り
で
こ
う
い
う
回

答
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長

各
地
区
か
ら
の
要
望

内
容
に
つ
い
て
、
補
助
事
業
を

活
用
で
き
る
の
か
、
町
の
単
独

事
業
で
行
う
の
か
を
判
断
し
、

回
答
を
行
っ
て
い
る
。
基
盤
整

備
事
業
は
地
元
調
整
や
事
業
採

択
に
時
間
を
要
す
る
の
で
、
事

業
規
模
等
総
合
的
に
判
断
し
な

が
ら
、
個
別
対
応
を
行
っ
て
い

く
。

陳
情
書
請
願
書
を
出

し
て
も
、
実
行
し
な

い
と
不
信
感
を
得
る
。
誠
意
あ

る
取
り
組
み
を
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

原田　幸美 議員

問問 答

問 答答

問答意
見

意
見

▲給食を調理している様子

▲基盤整備工事の様子

請
願
・
陳
情
書
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一
般
質
問

　髙
津

　鶴
己 

議
員

小
中
学
校
の
教
科
書
選

定
等
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
教
科
書

選
定
は
ど
の
よ
う
な

形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
お
尋

ね
す
る
。

教
育
長

教
科
書
改
定
は
4
年

に
1
回
、
全
教
科
一
斉
に
行
っ

て
お
り
、
中
学
校
は
今
年
度
採

択
と
い
う
形
で
進
ん
で
い
る
。

採
択
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
選

定
部
会
の
中
で
検
討
し
て
い

る
。

小
学
校
の
時
間
割
は

4
年
か
ら
6
年
は
毎

日
6
時
間
授
業
（
1
時
間
は
1

コ
マ
45
分
）
で
、
国
が
定
め
る

年
間
の
標
準
時
数
は
1
0
1
5

時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
福
智

町
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

各
学
校
が
計
画
す
る

授
業
時
間
は
1
0
2
0
時
間
か

ら
1
0
3
5
時
間
で
国
が
定
め

る
標
準
時
間
を
上
回
っ
て
い

る
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

福
智
町
独
自
で
行
っ

た
少
子
化
対
策
、
或

い
は
国
の
政
策
に
上
積
み
し
た

施
策
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る

の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

町
長

町
独
自
で
行
っ
た
少

子
化
対
策
は
令
和
5
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
る
保
育
料
の
完
全

無
償
化
、
平
成
24
年
度
か
ら
は

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
、
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
、
ま
た
令
和
2
年
度
に
は
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
（
建
物
の

購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
家
賃
・

引
っ
越
し
等
の
補
助
）、
令
和

6
年
度
に
は
給
食
費
の
完
全
無

償
化
を
実
施
し
た
。

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

対
策
に
つ
い
て

独
り
暮
ら
し
の
後
期

高
齢
者（
2
，0
0
2

人
）に
対
し
て
町
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

高
齢
障
が
い

福
祉
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
定
期
的
な
見
守
り
訪
問

や
民
生
委
員
等
に
よ
る
訪
問
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
が
い
た
場
合
は
適

切
な
制
度
へ
と
つ
な
げ
て
い

る
。

独
り
暮
ら
し
が
困
難

だ
と
思
わ
れ
た
ら
関

係
者
と
相
談
の
上
、
病
院
、
老

人
施
設
等
へ
の
入
居
を
勧
め
て

い
る
の
か
。
令
和
5
年
度
の
実

施
件
数
は
。高

齢
障
が
い

福
祉
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
専

門
職
と
い
っ
た
関
係
機
関
と
連

携
し
て
病
院
の
受
診
や
施
設
の

入
所
に
つ
い
て
家
族
と
調
整
、

相
談
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
5

年
度
は
29
件
実
施
し
た
。

髙津　鶴己 議員

問答

問答

問答

問

問

答

答

▲現在使用している教科書
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一
般
質
問

　森
野

　和
彦 

議
員

職
員
採
用
と
職
員
研
修

に
つ
い
て今

年
度
職
員
採
用
試

験
を
実
施
す
る
の

か
。
ま
た
、
来
年
度
は
実
施
予

定
か
。

町
長

計
画
的
に
調
整
し
て

い
る
た
め
、
今
年
度
は
実
施
し

な
い
が
、
来
年
度
は
実
施
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

福
智
町
民
単
独
で
の

採
用
枠
を
設
け
る
予

定
は
あ
る
か
。

町
長

現
在
は
考
え
て
い
な

い
が
、
災
害
時
に
は
近
く
の
人

材
が
欲
し
い
の
で
、
今
後
考
え

る
必
要
は
あ
る
。

令
和
5
年
度
の
職
員

研
修
実
績
を
知
り
た

い
。

町
長

県
で
の
個
別
職
場
研

修
が
28
回
。
町
独
自
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
研
修
、
人
事
評
価
研
修

な
ど
を
8
回
実
施
し
た
。

研
修
内
容
は
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
る

か
。

町
長

個
別
研
修
に
加
え

て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
研
修
、
人
事
評
価
研
修
、

個
人
情
報
保
護
研
修
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

田
川
地
区
広
域
環
境
衛

生
施
設
組
合
に
つ
い
て

来
年
4
月
1
日
稼
働

予
定
の
新
ご
み
処
理

場
は
1
市
6
町
1
村
共
同
の
処

理
施
設
だ
が
、
全
市
町
村
の
同

意
が
国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け

る
条
件
と
思
う
。
1
自
治
体
で

も
同
意
が
得
ら
れ
な
い
時
は
ど

う
な
る
の
か
。

町
長

こ
の
新
し
い
組
合
に

つ
い
て
は
各
自
治
体
議
会
に
一

括
し
て
提
案
さ
れ
る
が
、
同
意

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

県
知
事
へ
の
許
可
申
請
が
で
き

な
い
。
来
年
3
月
ま
で
に
県
の

許
可
が
出
な
け
れ
ば
、
4
月
か

ら
田
川
地
区
の
ご
み
処
理
が
で

き
な
い
。

そ
れ
で
は
田
川
地
区

全
て
の
住
民
に
影
響

が
出
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
な
る
か
。

町
長

議
会
の
承
認
を
い
た

だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
し

て
い
く
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

夏
休
み
が
終
わ
り
2

学
期
に
入
っ
た
が
、

不
登
校
数
は
昨
年
と
比
較
し
て

改
善
さ
れ
た
か
。

教
育
長

昨
年
と
比
べ
て
、
若

干
増
え
て
65
名
と
な
っ
た
。
改

善
方
向
に
は
進
ん
で
い
な
い
よ

う
に
思
え
る
が
、
自
宅
で
学
習

で
き
る
学
力
の
保
証
を
、
今
後

も
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
な
ど
の
形

で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

森野　和彦 議員

問問 答

問問 答答

問

問

答

答答

問答

▲職員研修

▲新ごみ処理場
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国
保
負
担
金
の
減
免
・

免
除
っ
て
何
？

国
保
の
加
入
者
か
ら
、

診
療
費
が
払
え
な
い

と
い
う
相
談
は
あ
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長

診
療
費
が
払
え
な
い

と
い
う
相
談
は
な
い
。

国
保
加
入
者
が
生
活

に
困
っ
た
時
に
、
診

療
費
な
ど
を
減
額
や
免
除
で
き

る
制
度
が
あ
る
が
、
こ
の
制
度

を
町
民
に
知
ら
せ
て
い
る
の

か
。
厚
労
省
か
ら
も
周
知
の
通

達
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

税
務
住
民
課
長

町
と
し
て
規
則
を
定

め
て
お
り
周
知
し
て
い
る
。

町
長

改
め
て
広
報
を
通
じ

て
周
知
を
図
り
た
い
。

制
度
が
あ
っ
て
も
利

用
で
き
な
け
れ
ば
受

診
で
き
ず
、
手
遅
れ
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。
制
度
を
知
ら
せ
国

か
ら
の
財
政
措
置
も
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

新
体
育
館
建
設
、
ど
う

な
っ
て
い
る
？

町
で
は
新
し
い
体
育

館
建
設
の
予
定
が
あ

る
が
、
目
的
や
計
画
を
町
民
に

知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

町
長

建
設
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
が
参
加
し
た
統
廃
合

検
討
委
員
会
で
協
議
を
行
い
周

知
で
き
て
い
る
が
、
計
画
が
具

体
化
し
た
の
ち
に
広
報
で
も
知

ら
せ
た
い
。新

体
育
館
建
設
の
現

在
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
新
し
い

施
設
よ
り
今
の
施
設
を
整
備
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
る
。

生
涯
学
習
課
長

新
体
育
館
は
令
和
8

年
に
完
成
予
定
。
費
用
に
つ
い

て
は
ま
だ
検
討
中
。
新
施
設
へ

の
意
見
は
検
討
委
員
会
か
ら
も

出
て
お
り
参
考
に
し
て
い
る
。

新
体
育
館
は
町
に

と
っ
て
適
切
な
規
模

か
。
新
た
な
負
の
遺
産
に
な
ら

な
い
か
。

町
長

外
部
の
団
体
を
呼
べ

る
よ
う
な
総
合
体
育
館
を
計
画

し
て
い
る
の
で
、
負
の
遺
産
に

は
な
ら
な
い
。

財
政
が
厳
し
い
中
で

作
ら
れ
る
高
額
な
施

設
な
の
で
、
き
ち
ん
と
町
民
に

説
明
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

身
体
を
守
る
た
め
に
帽

子
を
か
ぶ
ろ
う

小
中
学
生
の
通
学
時

の
熱
中
症
が
心
配
さ

れ
る
が
、
ど
ん
な
指
導
を
行
っ

て
い
る
か
。教

育
長

気
温
測
定
や
、
体
育

用
の
帽
子
を
か
ぶ
る
よ
う
指
導

し
、
日
傘
利
用
も
許
可
し
て
い

る
。

環
境
省
の
調
査
で

は
、
紫
外
線
に
よ
る

皮
膚
が
ん
や
白
内
障
は
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
予
防
が
重
要
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
帽

子
を
か
ぶ
る
こ
と
や
日
焼
け
止

め
を
使
う
こ
と
を
指
導
し
て
ほ

し
い
。

田㟢みゆり 議員

問問 答

答答

問 問 問答答

答

答

問

意
見

意
見

意
見

14

福
智
町
議
会
だ
よ
り  

議
会
の
窓 

V
O
L
58

一
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質
問

　木
村 

幸
治 

議
員

防
災
無
線
に
つ
い
て

質
問
す
る台

風
10
号
は
大
型
で
、

九
州
に
上
陸
後
速
度

を
落
と
し
、
29
日
朝
か
ら
強
風

で
前
に
も
進
め
な
い
状
況
の
中

高
齢
者
避
難
情
報
が
出
た
が
、

町
民
に
ど
の
よ
う
に
情
報
を
伝

え
た
の
か
伺
う
。

町
長

台
風
10
号
関
連
の
放

送
は
、
自
主
避
難
場
の
開
設
や

閉
鎖
、
ご
み
収
集
の
中
止
、
ふ

く
ー
る
バ
ス
の
運
休
、
ま
た
声

が
聞
き
に
く
い
等
の
問
合
せ
が

あ
っ
た
。

他
の
媒
体
で
の
配
信

を
含
め
、
う
ま
く
情

報
伝
達
出
来
た
の
か
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

福
智
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
テ

レ
ビ
各
局
の
防
災
情
報
、
携
帯

電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
福
岡

県
の
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く

ん
、
な
ど
で
あ
る
。

暴
風
雨
の
中
で
の
避

難
行
動
は
危
険
で
あ

る
。
安
全
に
避
難
で
き
る
配
慮

を
願
う
。
大
型
で
危
惧
さ
れ
た

が
、
最
接
近
前
ま
で
が
強
く
、

そ
の
後
は
衰
え
た
。

　避
難
場
所
の
一
つ
方
城
で
の

場
所
変
更
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

自
主
避
難
場
の
方
城

エ
リ
ア
は
、方
城
分
館
で
す
が
、

浄
化
槽
の
不
具
合
に
よ
り
館
内

ト
イ
レ
が
利
用
で
き
ず
急
遽
隣

の
方
城
児
童
セ
ン
タ
ー
に
変
更

し
た
。

被
害
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

主
な
被
害
は
、
町
道

へ
の
倒
木
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

ず
れ
、
建
物
で
は
、
町
営
住
宅

や
学
校
施
設
の
雨
漏
り
、
ま
た

瓦
や
雨
樋
な
ど
の
被
害
で
あ

る
。

防
災
無
線
に
は
戸
別

受
信
機
が
あ
り
、
私

も
借
り
て
い
る
が
、
防
災
時
情

報
を
聞
き
取
れ
る
装
置
で
、

1
0
0
台
以
上
あ
る
が
、
使
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

貸
与
で
各
行
政
区

長
・
公
民
館
で
の
活
用
、
消
防

関
係
出
先
施
設
の
一
部
に
貸
与

設
置
し
て
い
る
。

受
信
機
は
、何
台
あ
っ

て
今
何
台
使
用
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

1
4
6
台
で
、
消
防

関
係
等
の
組
織
に
貸
与
し
た

が
、
近
年
は
ラ
イ
ン
、
グ
ル
ー

プ
ラ
イ
ン
等
で
、
現
在
は
激
減

を
し
て
い
る
。

何
台
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

町
長

貸
与
者
の
中
で
、
役

を
引
い
た
方
等
、
回
収
出
来
な

い
状
況
も
あ
り
、
現
在
使
用
可

能
は
50
台
で
あ
る
。

未
活
用
等
、
管
理
不

十
分
と
理
解
で
よ
い

か
。
防
災
時
に
役
立
つ
装
置
で

あ
り
、
有
効
活
用
を
求
め
る
。

問

問問

答答

答

答

答

問問

問問 答答

木村　幸治 議員

意
見

▲台風10号による倒木▲個別受信機
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　単なるリズム遊びではなく、赤ちゃんから年
長まで発達に応じて考案された動きとなってお
り、身体と大脳の発達に大きく影響を与えてい
きます。
❶足の親指の蹴りを大切にするため素足で行う
❷ピアノ曲に合わせてリズミカルに

子どもたちの日常をのぞいてみました！
を し訪問福 智 中 央 保 育 園

「さくらんぼリズム」とは
さくらんぼリズム体操をする

3・4・5歳児。

楽しそうに遊ぶ
1歳児

2歳児になると
ここまでできるように

なるよ！

先生！
もっと早く
押して！

ちょっぴり恥ずかしがりやの
モルモットのモッチくん！

毎日年長さんがお世話しています。

園庭で遊ぶ時は
い草ぞうりを履いて
足の親指を鍛えます

保育で大切にする
こと

中岡宏美 園長

こどもの生命の
安全。健康と

発達を保障し2
1世紀に豊か

に生きる力を共に
育てます。

保育で大切にする
こと

中岡宏美 園長

こどもの生命の
安全。健康と

発達を保障し2
1世紀に豊か

に生きる力を共に
育てます。


